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皆さんこんにちは。今日最後の勉強会というか、お話

しでございます。今から約６０分大変つたないご報告を兼

ねたお話しをいたします。６０分という短い時間ですので

是非我慢と辛抱強く聞いていただきたいなと思います。

６０分という短い時間ですので、ポイントだけしかお話し

できませんので、大変申し訳ございません。資料は終わ

ってからゆっくりお暇な時に見ていただければと思いま

すのでよろしくお願いいたします。 
あとはお願いがございます。私は先生でも学者でも何

でもございません。本当にしがない一商人でございます。

私のお話しする事はすべて商人、商業者の立場で皆様に

ご報告するしかございません。それも青森市に参りまし

て今年でちょうど満２０年経ちました。まったくのよそ者

でございます。そして３０万都市の青森市の中で１８年間

やって来ましたまちづくり運動を皆様方にご報告するだ

けでございますので、私の体験から得たものだけしか、

私の立場で、また私の感覚でしかお話しできないという

事をどうぞお許しください。 
私はここ１０年で約５００カ所以上の地方都市をまわっ

ております。８００カ所の商店街をまわっておりますけれ

ども、ここ最近ほど日本の地方都市の商業者がこれほど

本気になって頑張っている時代も私は初めてなんじゃな

いかなという気がしております。本当にここ１年以内の

各全国の地方都市の商業者がここまで、ようやく本気に

なったという時代も私はないのではないのかなという気

がしております。それは何故かといいますと、もう皆さ

んもご承知のようにケツに火が付いているからです。も

う先がないからでございます。危機感の塊です。危機感

のあるところだけ、危機感のある人だけが今頑張ってい

るのだというふうな認識も是非していただきたいなと思

います。おそらく東京にずっとおられますと、そういう

地方都市の事はあまりご理解できないのかと思いますけ

れども、私は、これだけ日本の地方都市が疲弊している

時代というのは逆にないのではないのかなという気がし

ております。 
特に一極集中している都市に、影響を被っている地方

都市ほど、今大変な状況です。たとえば北海道でいいま

すと札幌市が一極集中です。東北はご存知のように仙台

です。関東は東京であり日本の一極集中です。中部が名

古屋、関西が大阪、四国九州は福岡でございます。沖縄

県は那覇市でございます。この一極集中の都市に影響を

受けている地方都市、これが今大変な状況になっている

のです。 
すなわち流入よりも流出がぐんと大きくなっている街

です。たとえば東北の例でいいますと山形と福島です。

仙台に１時間で高速バスが行きます。１５分に１本走って

おります。時間、時刻表なんか必要ございません。なお、

料金がＪＲよりもずっと安いのです。６００円から６５０円

です。ですから毎週土日、仙台の中心部にいる人達のほ

とんどは山形や福島の人だと思っても一向に構わないと

思っています。だから今、山形や福島は特にまた頑張っ

ております。それだけ危機感があるからなのですね。 
今地方都市の中でも、本当に１つのベクトルに向いて

頑張っているところ、すなわち地方自治体、それから会

議所や街づくり関連会社、そして商業者、市民、これが

一緒のベクトルに向いて頑張っているところだけが、少

しずつ、少しずつ成果を上げようとしております。それ

が同じベクトルに向いていない地方都市は全部空回りで

す。どんどんどんどん、落ちていっているのですね。そ

の事も今報告しておきます。そういう体験をずっと自分

で見て来ました。そういう意味ではいかに今、本気にな

っているかです。国も地方都市も本気になっているので
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す。ようやくでございます。やっとなのです。平成１０年、

まちづくり３法ができました。まったく機能しなかった。

ＴＭＯという組織もできた。まったく機能していなかっ

た。誰も本気になっていなかったからです。国もそれを

受けた地方自治体も本気になっていませんでした。だか

らこんな状況になっているのです。 
今から３年前、国は本当に本気になって国土交通省さ

んも経済産業省さんも色々な事を考えてくれました。地

方はこのままでは都市…ヘソがなくなってしまう。だか

ら法律を見直していこう。その上でハードルもきっちり

と決めていこうという事で、最初の決めたまちづくり３

法とはまったく違う状況の中で改訂をして、今見直しに

向けてやっております。日本商工会議所も本当に今回は

頑張っていただきました。私もまちづくり特別委員会委

員として、一緒にやって参りましたけれども、そういう

意味では今本気になっている街だけが一生懸命少しずつ

少しずつ動いて行っているという状況があるのではない

のかなと思っております。 
すなわちまちづくり３法の見直しを受けて、今度こそ

自他共に地方都市が、自治体もそして商工会議所、商業

者、商店街、そして市民を巻き込んで１つのベクトルに

向かって頑張っていくところ、そこだけがバリアを乗り

越えて、１つのハードルを乗り越えて次の政策にステッ

プを踏んでいけるのだという事が本当にわかった、今時

代ではないのかなという気がしております。 
私どももこの事を背に受けながら少しずつ少しずつ前

に進んで行きたいと思っております。お陰様で青森市は

今から１８年前から少しずつ少しずつこの事を取り組ん

で参りました。すなわちマイナスの要素、負の遺産をプ

ラスにするために、持続可能な街にするためには、どん

なまちづくりをしたらいいのかという事を実は１８年前

から取り組んで来たのです。だから今、少しではありま

すが、日本の経済産業省さんのモデルにもなっておりま

す、コンパクトで賑わいあふれるまちづくりという、ひ

とつのモデルとしてやっているだけなのです。だけども

ほんの少し進んでいるだけだという事も報告をしておき

たいと思っております。 
まちづくりを検証するには、３つの人口の種類がある

といわれております。一つは定住人口です。その地域、

エリアの地区の中に中心市街地の地区の中に、定住人口、

住んでいる人が増えているのか減っているのか。すなわ

ち夜間人口が増えているのか減っているのかという事で

す。２つ目が交流人口です。すなわち通行量がアップし

ているのかダウンしているのか。そして３つ目が買い回

り人口です。買い回る人が増えて商店街、大型店の売り

上げが伸びているのかどうか。残念ながら青森市は３つ

はクリアしておりません。最後の買い回り人口が増えて

商店街、各個店、大型店の地域内の売り上げが伸びてい

るという状況ではまったくございません。ようやく歯止

めが今かかりつつあるという状況です。但し定住人口が

増え、交流人口、通行量が伸びているという事はご報告

を申し上げてもいいと思います。その事も後で少し述べ

させていただきます。そういう意味では、私ども青森市

がやって来た事を皆様方に本当につぶさにポイントだけ

をお話申し上げまして、そして後半の方にそれをより具

体的にビデオをちょっとお見せしたいなというふうに思

っておりますので、よろしくお願いしたいと思います。 
今、日本の地方都市の各中心市街地が本当に頑張って

いるという、この状況を現す端的な例は地域の大型店と

共存共栄をして一緒にまちづくり運動を進めているとこ

ろでございます。地域の中に大型店があるにも関わらず、

地域の大型店はまったく興味を示そうとしない。街全体、

中心市街地のエリア全体でまちづくりを推進しようとし

ない大型店。また一緒にその地域百貨店や大型店と一緒

に頑張ろうとしない商業者がいるところはまったく進ん

でおりません。これもご報告を申し上げておきます。本

当に進んでいるところ、上手くいっているな、頑張って

いるなという街は必ず地域の中にある、地域百貨店また

は大型店と一緒にまちづくりを進めているという状況で

ございます。 
もう一ついいますと、商業集積の機能を良くしただけ

で中心市街地がよくなるなんて、誰も思っておりません。

ましてや、まちづくり３法を見直しただけで中心市街地

がよくなるかという事も誰も思っていないです。だけど

も、それを梃子にしてどんなベクトルに向かって一緒に

進めていくかという事を、この事を徹底して考えている

ところだけが少しずつ少しずつ私は進歩して行っている

のではないかなというふうに思っております。私自身は

１８年間のまちづくり運動というのはすべて、１人でも多

くの市民の方々、１人でも多くの住民の方々に私ども青

森市が向けている、まちづくりのベクトルの方向性を理

解してもらう。青森市の目指しているコンパクトシティ

という構想を理解してもらう。この事が私のまちづくり

運動の役割だというふうに思っております。だから時間

がかかります。しかし１人でも多くの市民や住民の人に

理解されないと、中心市街地の活性化なんて絶対に出来

ないというふうに思っております。なぜならば３０年４０

年かけてみんなで寄って集って駄目にして来た街ですか

ら。私を初め皆さま方も行政マンもそれから会議所の職

員もすべて一市民です。商業者もその前は一市民です。



その市民がみんなで寄って集って３０年４０年かけて街を

壊してきたのではないですか。駄目にしてきたのではな

いですか。だから３０年４０年かかるのですよ。１年２年

で良くなるなんて誰も思っていない。３０年４０年かけて

駄目にしてきた街は３０年４０年かかるのです。 
まぐれにも青森市は１８年経ちました。だからちょっと

進みました。これからスタートするところは、これから

２０年３０年のスパンでものを考えていかないと私は良く

なっていかないだろうと思っております。その事が私は

まちづくり運動なんだという事でずっと展開してきてお

りまして、たまたま青森市は行政の大きな施策と確固た

る信念がございました。それは今から１８年前、当時青森

商工会議所副会頭だった方、三菱自動車のディーラーの

社長さんでした、佐々木誠造さんという方が市長になっ

たという事がすべての始まりでございました。 
私どもの市長は商工会議所副会頭時代に、まちづくり

担当の副会頭でございまして、まちづくりを考える上で

雪を克服しなければ青森のまちづくりは考えられないと

いう事を、ずっと考えて施策に映してきた方でございま

す。そう言う事もありまして、実は青森市は雪という大

きな負の財産、マイナスの財産をどうやってプラスに転

じて行かなければいけないのか、その事からすべてまち

づくりの政策が始まったわけでございます。すなわちコ

ンパクトシティ構想もすべてそこにあるという事をご理

解をしていただきたいなと思います。 
今、青森市は年平均、１年といってもただただ３ヶ月

間です。１月・２月・３月だけでございますが、この除

雪の費用が今平均２５億でございます。２年前が一番大き

く３２億の除雪費がかかりました。どんなに雪の量が減っ

ていても増えていても毎年時系列的に、除排雪費が増え

ていく現状にずっとあったわけです。 
それから上下水道の普及率。私どもの市長は市長にな

って以来、上下水道の普及には並々ならぬ決意を示して

おりまして、上下水道の普及を徹底して伸ばしていこう

というふうに考えていた人です。今現在でも上下水道普

及協会の全国の会長をやっておりますが、一向に進捗い

たしません。かなりの投資をしているのにも関わらずで

す。今ようやく７６％くらいになったのですかね。６年も

７年も遅れているはずです、目標値に達していくために。

そういう意味で色々な事を考えた中で、このままでは持

続可能な都市は出来ないだろう。すなわち財政がどんど

んどんどん無駄に使われていくのではないかという疑念

に駆られました。 
私たち商業者もそうですが、誰でもそうですが、お金

に絡むと途端に本気になっていくのですね。お金に絡む

と。だから危機感がすべてを、自分を改革していくので

す。もう明日潰れる、明日倒産しようと思ったらみんな

真剣になりますよ。今の商業者は本気になっている人達

はみんなそういう考えを持っています。それだけ今、地

方都市の商店街は苦しいという事なのですね。 
今、こうしている間でも全国で毎日５４店舗のお店が廃

業に追い込まれているわけです。年間２万店です。とこ

ろが３年前までは３万３千店が年間廃業していきました。

これから５年経ったらおそらく１万とか５千店に減って

いくと思います。どんどん淘汰されていきます。当然強

いお店、頑張るお店だけが生き残っていきますから、そ

の時に私は強い商店街が蘇ってくるのだと信じているわ

けでございますけれども、そういう負の遺産をプラスに

するために、私どもの市長が一番原因を考えた結果、す

ぐにわかりました。 
なぜこんなに除雪費や上下水道の進捗がおぼつかない

のかというと、街が外に伸びていただけの話だったので

す。すなわちエリアの拡大です。除雪する市道がどんど

ん増えておりました。上下水道を設備する街がどんどん

外に伸びておりました。これが一番の要因でございまし

た。したがって郊外に伸びる、街が外に伸びる事を抑制

するという事から政策が始まったわけです。それがコン

パクトシティという構想に、青森の場合は行き着いたと

いう事になるわけでございます。 
すなわち、今までインフラ整備をどんどんしてきた中

心になる街があるはずだという事です。たまたま青森市

にはそういう街がありました。青森というのは自然環境

も、非常にその地理的な条件も、コンパクトシティ構想

を具現化して進めていくためには大変便利な条件でござ

いまして、後ろの方というか南側を全部、八甲田山の麓

に囲まれております。前の方は北、すべて陸奥湾という

海があります。陸地は東から西の、まったく一本の直線

の通りしかございません。 
この街の中の一番の中心部、そこには鉄路の要の駅が

ございます。陸路の要のバスセンターがあります。県庁

もあるし市役所もあります。そして大型店もあり専門店

もあり、商店街もあります。オフィスもあり金融機関も

あります。人も住んでおります。それなりの機能がきっ

ちりと備わって、なおかつインフラ整備を投下してきた

街があります。そこを私ども青森市は中心市街地という

エリアに指定をいたしました。そしてコンパクトシティ

構想を具現化していくために、その中心市街地を特化し

てインフラ整備、機能の集約をしていこうという考え方

になったわけでございます。この事がコンパクトシティ

構想の具現化なのだという政策の中で、都市計画マスタ



ープランの中に確固たる政策として位置づけて参りまし

た。 
青森市のそういう大きな１つのバックボーンになる政

策の基の中に、私どもは平成１０年、中心市街地活性化の

ためのまちづくり３法という法律が出来たときに、基本

計画を決めていく時に私どもはみんなで議論しました。

その議論は一体何かというと中心市街地を空洞化してい

った要因、中心市街地を空洞化して駄目にしていった原

因は一体なんだろうという事、この事を分析していきま

した。すぐにわかりました。 
３つありました。１つは人口の郊外シフトです。今か

ら３５年から４０年前から少しずつ始まっていきました。街

の真ん中に住んでいた方が全部、外に外により広い土地

を求めて一戸建てを建てて移り住んでいきました。２階

に住み、そして奥に住んでいた商業者の方達も、郊外に

一戸建てを求めて住んでいきました。街の中に間借りを

していた方達も郊外に一戸建てを求めて移り住んでいき

ました。 
それが中心市街地の中のコアエリア、私どもは中心市

街地が１１４ヘクタールと定めておりますが、その、より

中心になるエリア、これをコアエリアと申しまして３０ヘ

クタールに定めております。すなわち７つの商店街のエ

リア、この３０ヘクタールを徹底してインフラ整備をして

特化して機能集約していこうという考え方なのですが、

この１１７ヘクタールからは１万３千人が外に出て行き、

中心市街地の３０ヘクタールからは５千５百人いた人口

が２千７百人まで落ちてしまいました。約３０年かけてで

す。 
この事が１つの中心街区の空洞化の要因になりました

ので、私どもの政策の中の１つとして街中居住を平成１０

年にもう掲げていきました。それが街中居住です。すな

わちアナウンス効果により、政策がこうだという事を外

に向けて発信していく事により、民間のマンション会社

が青森市の中心街区に初めてマンションの建設をしてい

きました。ここ５年間で１２棟８５０戸のマンションが実は

出来ていくわけでございます。 
２つ目の理由、それが公共施設の郊外移転です。一番

大きかったのが実は県立総合病院の郊外移転でした。青

森市は中心部のど真ん中にありました県立図書館、卸売

市場、そして農業会館、そして地域百貨店も１つ郊外に

移っていきました。そして一番の極めつけは、昭和５６年

の９月に移転をしました県立総合病院です。従って昭和

５７年の通行量ダウンが一番大きかったわけでございま

す。この事が私どもは中心市街地の交流人口を一番落と

した要因だろうというふうに思っております。従って２

つ目の政策、これがウォーカブルタウン。歩き回れる商

店街にしていこうという事です。私どもの中心市街地活

性化基本計画は、この２つの大きな政策の柱でもって進

めて参りました。 
その結果、今少しずつ少しずつ出て来た事があります。

１つが平成１２年のパサージュ広場の開設です。大きな通

りから小さな通りまで通り抜ける小径を造ろう、そして

広場を造ってたむろさせていこう、そしてその広場を商

業支援ベンチャーというお店を作ってそれを徹底して若

い人を教育指導して、商店街の中に独立させていこうと

いう事です。その為に、私ども商業者が中心になって民

間で会社を設立しました。これがパサージュ・マネジメ

ント・オフィスという会社です。当初から社長をやらせ

ていただいておりまして、これが今、まちづくりのすべ

ての担い手にもなっております。 
その次に出来たのが、平成１３年に２５年かけても出来な

かった再開発が中心市街地のリーディングプロジェクト

という事で出来ました。それは市がキー店舗になったか

らです。すなわち西武がキー店舗になる予定が出て行き

まして、その間大型店を誘致しましたが、一切大型店が

来てくれなくて、今ではそれがかえって良かったという

ふうに思っておりますけれども、これが地権者が市場で

ございますが、今８７店舗の市場が地下に入っております。

外回りに約１５店舗が入っております。 
１階から４階は地元の大型店、地域の商店街と競合し

ないために苦労するであろうという事を前提にしながら

も、若い人に特化したファッションゾーン、ショッピン

グゾーンにしました。これが１階から４階です。そして

５階から上をすべて青森市が保留床を買い取っていただ

きました。そしてそこはインナーパークであり、ひとつ

のホールであり、そして貸し会議室、無料の会議室、そ

して６・７・８階に市民図書館を郊外にあったものを移設し

て参りました。これが大きな効果を生み、１日に１万５

千人、年間約５５０万人の人がずっと来ているわけでござ

います。そしてこの事が、少しずつ成功の連鎖に結びつ

いていきました。 
今年の１月にすぐ隣にあります第一組合の再開発が、

３０年ぶりに地権者が意思統一をようやくしていただき

まして出来ました。それは１階が地権者の市場とかテナ

ントさんが入っており、２階が内科系のお医者さん、医

療クリニックを持ってきました。３階・４階がディケア

サービス付きの住宅が３０戸、５階から１７階が１０７戸の高

齢者マンションです。これが今年の１月完成しまして、

１ヶ月半ほど前に全戸完売をいたしました。そして今、

約半分くらいの方がどんどん引っ越しをしてきていると、



そういう状況でございます。 
そして来年、パサージュ広場を中心にした隣のホテル

との一体的整備で経済産業省の戦略的整備の事業に採択

されまして、来年の６月に完成します。その３年後に駅

前の広場をすべて有効活用するためのリニューアルをし、

そして駅に降りたら海がすぐ見るように、そして尚且つ

一年中ねぷたの体験ができる、ねぷたミュージアム、津

軽三味線の聴ける三味線会館、レストラン、お土産屋、

駐車場を併設した、そういうふるさと交流ゾーンをセッ

トしていきます。この事が時系列的に３年ごとにきっち

りと出来上がるような今、計画をしながら進めていって

いるわけでございます。 
何を言いたいかといいますと、頑張っている街、まち

づくりにみんなで取り組んでいる街というのは必ず３年

から５年に一度変わっております。必ず変わっておりま

す。建物が変わる、または事業が変わる、イベントが変

わる、人々の気持ちが変わる、空気が変わります。です

から３年から５年に一度是非、青森市においでいただけ

ればその事がよく皆様方もご体験できるのかなというふ

うに思っております。その為に、すなわち継続をしてい

くために、私どもがどんなソフトをやっていくのかとい

う事です。 
私ども商業者に科せられた一番大きな課題、これがソ

フトに対する私はリニューアルだと、施設もそうです、

事業もそうです。リニューアルをする事によって継続を

していくのです。継続するために私はリニューアルが必

要なのだというふうに思っております。飽きた惰性でや

ったイベントや事業は、やっている方が飽きていたら見

ている方はもっと飽きます。すぐにわかります。みんな

が新鮮な気持ちになるために、リニューアルをしていく

事が私は継続の一番大きな要因ではないのかなというふ

うな事を常々思っておりまして、継続にすべてをかけて

いくのだという考え方をしております。 
すなわち私どもが平成１０年に掲げた中心市街地活性

化基本計画は活性化の前に、再びをつけました。中心市

街地再活性化基本計画、すなわち再びです。失われたも

のを取り戻していくのです。マイナスになったものをプ

ラスに転じていくために、取り戻していく。その為にど

んな事をみんな同じようなベクトルに向かってやってい

くのかという事です。 
先程、私は冒頭いいました。市民の人達、住民の人達

に１人でも多く理解をしてもらう事、この事がまちづく

りにとって一番必要不可欠な事なのだと。その為に私は

商業者が率先して汗を流し、智恵を出していく事が責務

だと思っております。特に中心市街地で頑張っている商

業者が、市民に対して努力と汗とアイデアを見せていか

なければ、市民の人は誰も応援してくれません。地域の

商業者、地元の人達が一生懸命率先して、商業者が頑張

っているというのが初めてわかって、地元の市民や住民

が応援してくれるのだと実は思っております。その事が

実は少しずつ少しずつ理解されてくる事によって、ある

事が言われなくなってきた事がございます。 
当初は本当によく言われました。国も行政も税金を使

って中心市街地をよくする事だけですか、商店街を良く

する事が、商業者を良くしていく事がまちづくりなので

すか、という大きな誤解が生まれたのも事実です。だか

ら私どもは商業者が率先して同じベクトルに向いていく

ための努力を惜しんではいけないという事を毎日毎日言

い続けてきましたし、努力もして参りました。すなわち

商店街の活性化とまちづくりはまったく違うという事の

理解を深めていってもらう為です。すなわちまちづくり

というのは都市計画であって、都市を良くしていく、生

き残っていく為に、その為に色々なファクターの中に商

店街の活性化もあるのだという事です。その事は後でよ

うやくついてきます。また後でわかってくる事なのです。 
でもその事を逆に一番先に理解をしていかなければい

けないのが、私ども商業者ではなかったのかなという気

持ちを強く抱いておりますので、１８年間、青森市長と

共々一緒にまちづくり運動に励んで参ってきたこの１８

年でございます。そういう意味ではまだまだ足りない事

はいっぱいあるわけですけれども、そういう中で、私ど

もがまちづくり運動を展開してきたという事を市のコン

パクトシティという構想と、そしてそれを受けた商店街

の活動がどういう形で展開しているかという事を、今簡

単にビデオで皆様方に見ていただきます。ビデオの用意

がもし出来ているのであればお願いしたいと思います。 
 

＞＞＞＞＞   ビデオ鑑賞    ＜＜＜＜＜ 
 
ありがとうございます。今のビデオでよりビジュアル

に大体、まぁ前段お話ししたような事が皆様方にご理解

出来たのかなというふうに思います。幸いなのは、最後

に出ました市長ですが未だに市長をやっておられまして、

１８年になります。今５期目でございまして、５期ともま

ったく政策にブレがありません。まぁ、高齢多選とか長

期政権が今色々問題になっているみたいですけれども、

人によって私は違うだろうというふうにも思っておりま

すけれども、そういう意味では青森市はこの政策が長い

事、同じベクトルに向いて、１つの政策の基にやって来

た、これがまちづくり運動の１つだというふうに思って



おります。 
私はより、これから後１５分くらいなのですけれどもそ

の間に、では商店街としてどんな事を私どもがやってき

たのかという事なのですね。商店街の活動というのは、

もう皆様方これだけははっきりと覚えておいて欲しいの

ですけれども、大型店の考え方や大型店の施策がここに

あるとすれば、商店街はずっとこの辺ですから、ずっと

下です。大人だと思えばこれは幼稚園。こんなに差があ

るのです。この差をどう縮めて行くかなのですね。この

大型店の差を私が縮めてきた。この縮める事が私は商店

街の運動だと、商店街の活性化だという風に実は思って

おります。 
 それがなぜわかったかといいますと、今からやっぱり

１８年前、商店街活動を初めてした時に、何と意思統一・

合意形成の出来にくい団体なのだとうと。あれから色々

今も思っておりますけれども、意思統一・合意形成の出

来にくい団体の世界でナンバーワンだというふうに思っ

ております。それをでも商店街というのです。だから商

店街なのですね。意思統一・合意形成がすぐにまとまっ

てマーチャンダイジングもすぐ出来て、方向性が１つに

なってダッと進む、これは株式会社ですから、商店街と

はいいません。商店街というのはやっぱり意思統一・合

意形成が非常に出来にくい団体であり、２：６：２の原理が

ございます。２割が賛成、６割がどっちつかず、２割が

反対です。私はこの２割の賛成の人で街が動くし、商店

街も当然動いていきます。２割の人が頑張る事によって、

６割のどっちつかずの人の半分以上は必ずこっちになび

いてくれる、その事を常にモットーにしてすべてのイベ

ントや事業をやって参りました。 
従って、全員参加の下でやろうと思った事は１つもあ

りません。必ず参加するかしないかの意思を取ってきま

す。１８年間ずっとそれをやり続けてきました。ですから

事業やイベントによっては、１５６店舗が今構成員ですが、

一番今力を入れている、一店逸品運動は今３年目ですけ

れども、最初は３４店舗、２年目が５０店舗、３年目が５４

店舗、これから４年目に入りますが、今約５８店舗から

６０店舗で４年目は展開しようと思っております。確実に

増やしていっております。やっぱり意思統一、すなわち

意思を聞いて、その意思は負担金という形で示してもら

います。幾ら小さくても参加するための負担金を募りま

す。それが参加する意思を確認する事です。だから成功

するのです。やる気のない人も、やる気のある人も、み

んな一緒にしてみんなで渡れば怖くないというのは、こ

れは昔の話ですから、今はそんな事をやったらやる気の

ある人に迷惑がかかります。やる気のある人が頑張る事

によってイベントも事業もきっちりと成り立っていくの

ですね。 
よく商業者は後継者がいないからあまりそういうのに

はもう関わらない、忙しいからイベントには参加できな

い、忙しいから時間がないから会議には参加できない、

これはまったく嘘ですから。嘘をつくのも上手なのが、

これ商店街商業者の務めでございまして、非常に嘘を吐

くのが上手い。それを逆に逆手にとっていかないと駄目

なのですね。時間は必ずありますから。あきんど隊の会

議は、朝やっているのです。７時半から１０時。決まって

いるのです。定例が毎週第２火曜日、朝７時半から１０時。

その他に大体月１回から２回、必ずやります。朝７時半

から１０時までやります。７時半から店を開ける人はほと

んどいませんから。確実に時間は取れると。その他にも

いっぱい時間を取ってやっていくという事が大事なわけ

ですけれども。 
私は何でこんなに意思統一合意形成が出来にくいかと

いうのはすぐにわかりました。それは大型店にいたから

お蔭でわかった事ですが、目標観が無いのです。政策理

念、すなわち経営理念が無いのです。皆さん方の会社で

も、どこの省庁でもあると思います経営理念です。政策

理念、目標観ですよ。まったく性格の違う人がみんなで

ひとつの目標に向かってやるわけですから、そこに目標

観や経営理念がなかったら、まとまるものもまとまらな

いのです。しかし、それは商店街には無かったのです。

だからその事を決めるのに時間を費やしました。１年か

けました。そして人と緑にやさしいまちづくりという本

当に単純なコンセプトを作り上げました。それが平成９

年、福祉対応型商店街という政策理念の確立に向けた取

り組みになったわけでございます。 
だから先程ちょっと街の様子をビデオで見ていただき

ましたけれども、街路歩道整備計画を平成３年から立ち

上げました。１２メートルあった車道を１０メートルに縮

めました。６メートルあった歩道を７メートルずつ、１

メートルずつ広げたのです。広げた１メートルを自転車

道にしました。それとストリートファニチャーを設けま

した。５０メートルから１００メートルに一台は必ずベンチ

を設けました。水飲み場も作りました。車椅子で入れる

テレフォンボックスも作りました。当然段差のない歩車

道にいたしました。が、しかし車道を狭くしたという事

でドライバーからはとりわけ批判やクレームが出ました。

しかし私どもは人と車とどちらが大事ですかという事を

徹底して言い続けてクリアさせていただきました。どん

な人でも、人と車とどちらが大事ですかというと、人が

大事だと言います。そんな街にしただけの話です。従っ



て政策理念がなければこの事も出来なかったろうという

ふうに思っております。 
その事によって少しずつ意思統一、合意形成が出来る

ようになったわけでございます。そして大型店との一番

大きな違い、当時は販促費とか広告宣伝費という概念で

した。当時は勘定科目の中に、経費科目の中に、販促費

とか広告宣伝費なんてとっていない店がほとんど、いっ

ぱいありました。ところが大型店はどうですか。今現在

は約ですけれども、売り上げの４％を広告宣伝費で使っ

ております。ユニクロは５％です。ユニクロの新しいシ

ョップは、売り上げの１０％です。広告宣伝費。それでも

きっちり利益を取っているのです。 
平たくいうと、４億の広告宣伝費を使わないと１００億

の売り上げは取れないという事です。にも関わらず、商

店街の商業者がほとんど販促費に概念がなかったとした

らどうやって戦っていけるのですか。だから一番最初に

政策理念を構築するために７つの商店街を１つにしまし

た。これが点から線、線から面という展開です。そして

７つの商店街で一番先にやった事が共通駐車券事業です。

これは販促費で落としてもらっています。前払いで買っ

てもらいますから。２千円以上の買い物をすると、すべ

て１時間の無料の駐車券をやります。その前段としてす

べての駐車場を共通の料金にしました。市営も県営も民

間もすべてです。その事も政策理念の統一に関わってく

るわけです。ですから販促費をちゃんと使って駐車場の

券をサービスしているのですよ。 
広告宣伝費、いくら広告出しなさいといっても広告出

す店はそんなにありません。ＤＭ、電話作戦、チラシ、

新聞広告、新聞、ラジオ、テレビ、すべての媒体、看板

もそうです。一度も使わないところもあります。だから

スタンプ事業をやりました。されどスタンプです。１００

円買って１枚シールを貼るスタンプですよ。これは経費

がかからないのです。そして維持が出来るのです。ロス

の余剰金がちゃんと貯まります。ですから毎月販促広告

を打てるのです。組合で。スタンプを買う経費を広告宣

伝費で落としてもらっていますから。そういう概念が、

私は大事なのではないかという事を商店街の中で言い続

けて参りました。 
今一番、力を入れているのが、先程も入りましたけれ

ども、一店逸品運動です。静岡の呉服町から始まったこ

の運動です。しかし私どもは青森バージョンを作り出し

ていきました。すなわち研究会を作っているのです。す

なわち一店逸品運動というのはマーチャンダイジングな

のです。商品政策であり、品揃え計画です。品揃え計画

がないお店がほとんどでした。すなわち自分の店の品揃

えを見つめ直した事のないお店がほとんどです。お客様

を見つめ直した事のないお店がほとんどです。店を見つ

め直した事のないお店がほとんどです。いくらいいかっ

こ言ったって、店の売り上げが上がらなかったら、商店

街はもちません。商店街の会費も払えないのです。 
今商店街そのものが倒産する時代です。債務超過にな

って借金を返せなくなって、今全国でいっぱい出ていま

すよ。私どもは年間１億で回していますから。それでも

足りないですけども必死になってやっています。しかし、

年間１億で回す商店街なんて全国、数えるくらいしかな

いですから。それだけキチッと会費をいただきながら事

業に取り組んでいっているわけですね。 
この一店逸品運動というのは説明をしなければ売れな

い商品ですよ。これ、たまたまここにありました。これ

があったとします。これすぐ売れたら、これは売れ筋で

すよ。黙って置いておいて売れる商品、これ売れ筋です。

置いておけば売れるのですから、売れ筋といいます。一

店逸品というのは売り筋です。売りたい商品です。説明

をしなければ売れない商品、これを逸品というふうに定

義づけております。自分で決められないのですよ。班編

成しますから。５人から６人が一斑です。毎月研究会や

って各々の逸品を決めます。 
これで何が効果が出たかというと、他所の店の人がう

ちの店の事を言えるのです。商店街でそういう事は今ま

でタブーだったのですから。あそこの店のあれはおかし

いと思っても言えないのです。これが礼儀だったのです。

それを改革しました。なくしました。だから平気で言い

合います。その中から個々の逸品が生まれてくるのです。

だから毎年変えていきます。フェアをする事が大事な事

ではないという事です。みんなで決めて自分で品揃えを

見つめ直して逸品を決めていく。従業員と話し合って逸

品を決めていく。それを徹底してお客様に説明をしてい

くという事です。今まで一番大事な原点をもう一度見つ

め直そうという事なのですね。これが逸品なのです。そ

の事を徹底してやって参りました。その事が少しずつ少

しずつ成果として上がってきているのです。その事が絆

が強くなっているのですね。だから今、逸品繋がりとい

いまして、この人達がみんなまちづくりの事を協力して

くれているのです。 
そして地権者もこういう事に対して、よくやっている

なという評価をしております。そういう評価を受けた時

に初めて地権者と話しあいをするのです。同じ人間です

よ。地権者を巻き込まないとまちづくりは絶対に出来ま

せん。地権者を徹底して巻き込んでいきます。未だに先

程の先生の話でもありました、バブルの影響を受けてお



りますので。坪、今は青森は約１００万です、私どもの商

店が売買すると、相場が。バブルの時、４５０万でした。

それが今１００万まで落ちています。それでも２００万くら

いでないと売れないよ、あの時こうだった、という人が

います。話し合いをしていくしかないのですよ。それで

今の相場で土地を買ってもらって、新しい人に貸すか売

るかして新しい事業を、業種業態を展開していくのです。

今、青森にはそういったちょっと大きな土地が空いてい

るのは、すべてお陰様で中心市街地、売れております。

今、空いているところもマンションか、そしてホテルの

利用が多いみたいです。 
その時に私どもが徹底して民間会社でもお願いしてい

る事は一体何かという事です。１階からマンションにす

る必要はないでしょうという事です。１階からホテルの

フロントである必要はないという事です。出来るだけ１

階か２階、少なくとも１階はテナントにしていただきた

いという事を私ども商店街に面したところに新しく建て

る業者さんにはお願いしております。すべての業者がそ

れを受け容れてくれるわけではありません。罰則規定も

何もないですから。しかし私どもはそれを徹底してお願

いしていきながら、協力をしてもらう体勢を作っていく。

この事も私がまちづくり運動の中の大事な要素ではない

のか思っております。 
ちなみに青森市のコンパクトシティというのは一番最

初に中心市街地の活性化＝機能を集約して商店街を活性

化するという事を上げてはおりません。一番最初に上げ

ているのは自然の保全です。青森の自然の環境を保全す

るという事です。特に八甲田山の麓の自然保全をしてい

く。だから青森市は平成４年、八甲田山の麓の２１０ヘク

タールの山林を買い取りました。毎年、ブナの植林をし

ております。今もう大きなものは６メートルくらいにな

っておりますけれども、このブナの植林をしているがた

めに、日本一美味しい水道水が出来ているという事です。

雪が降り雪が溶け、その地下の根を通り、そして濾過さ

れて浄水場にいって日本一美味しい水道水が出来ている。 
２つ目の要素は農業、農家の保全です。一生懸命美味

しいものを作った農業のものを、農家の人達が作ったも

のをどこで売るのだという事です。商店街で流通させる

のですよ。商業者が流通させるのです。今一番ヒットす

るイベントは産直販売ですから、いっぱい人が来ます。

毎日のように朝市もやっています。パサージュ広場で野

菜も売るような形を農家と連携をしております。このよ

うに商業者が一生懸命、まちづくりに取り組んできます

と、自分達だけでは力が足りないという事がよくわかり

ます。人、物、金、全然足りないのですから。だから連

携するのですよ。 
そこから連携というキーワードが生まれるのです。一

番は行政です。会議所、ＴＭＯというまちづくり会社、

そして一般市民、企業、学校、ＮＰＯ、私設の団体、色々

な方々と連携する事によって、みんなで街をよくしてい

こうという気運が出て来ます。すなわち商業者がお話す

るとエゴに取られますが、一般の人達やＮＰＯさんがいう

とエゴには取られないのです。だから今５０の団体と連携

をして、色々な事業やイベントを常に実行委員会組織で

立ち上げている。それを全部、黒子になって徹していっ

て、企画立案をしていくのがあきんど隊です。ここには

みんな、行政や会議所、ＴＭＯの応援団もおります。 
そういう中で、青森市は今年、国土交通省さんから調

査事業の委託を受けまして、今一生懸命調査をしており

まして、来年、制度化する事があります。それは郊外に

３５年前、４０年前に移り住んでいた人がもう子ども達が

巣立っていなくなり、高齢者だけが残されて、青森の場

合は雪かきが出来ないから、郊外で高齢者が一戸建てに

住む事は大変に辛いのです。だからそういう人達が街の

中に回帰してきます。街の中のマンションを買っていき

ます。今だと６割くらいが高齢者ですから、マンション

を買っている人達の。 
そうなってくると、郊外の一軒家が古いけれども空い

ていきます。こういうのをコンバージョンしていきます。

すなわち若い子育て中のお父さんお母さん、若夫婦に郊

外の一軒家を安く提供していくのです。それを青森市は

来年、制度化していきます。この事もコンパクトシティ

の一環だというふうにご理解をしていただければいいの

ではないかというふうに思います。 
ちょうど５時ちょうどになりました。本当に１時間、

皆さま方真剣にお話しを聞いてくれた事をただただひた

すら感謝を申し上げたいというふうに思っております。

これからまだまだ足りない事はありますけれども、ただ

ひたすらにまちづくりに邁進して行く事をお誓い申し上

げまして、今日のお話しを閉じたいと思います。ご静聴

ありがとうございました。 
 




